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【資料１】 

 

 

令和 ４ 年 １ 月吉日 

 

高等学校１年生・２年生の皆様 

 

国立大学法人静岡大学 学長  日 詰 一 幸 

 

静岡大学「グローバル共創科学部（仮称）」設置構想に関する 

アンケート調査についてご協力のお願い 

 

静岡大学は、国際社会や地域社会の課題に向き合い、人文・社会科学や自然科学とい

った従来の分野にとらわれない広い視野を持って、新たな価値や技術、社会の仕組みを

創造することで、人類や日本の未来を切り拓くことができる人材を養成することを目的

に、新学部「グローバル共創科学部（仮称）」を設置するための準備を進めています。

現在構想中の新学部（別添の図を参照）は、①国際地域共創コース、②環境科学コース、

③人間科学コースの 1学部 1学科 3コースより構成されます。各コースとも、入学後は

外国語（英語）とデータ処理技術を基本スキルとして身に付けながら、自然科学、人文・

社会科学の枠に限定されることなく広い学問分野を身に付け、その上で各コースの専門

分野を選択することで、物事の本質を見極めて、新しいことを自らの手で実現できるこ

とができる人材を養成することとしています。 

本調査は、みなさんに対し、新学部での学びへの関心や期待などについてお尋ねし、

お寄せいただいた結果を踏まえ、本構想に役立てたいと考えています。下記の QR コー

ドからアンケート内容をご確認いただき、回答にご協力ください。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

 

・ 本アンケートは、設置構想における基礎資料として活用することを目的にしており、

それ以外に使用することはありません。 

・ 回答の内容により、不利益を被ることはありません。 

・ 構想概要の図をご確認のうえ、ご回答ください。 

 

 

アンケート QR コード 

 

 

 

 

【実施期間 2022 年２月９日まで】 

QR 
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【資料１】 

 
 

 

  

アンケート質問事項（高校１・２年生向け） 

 

【Q1】 回答される方の学年、現在の志望分野などについてお尋ねします。 

（１） 学年 ①高校 １ 年生  ②高校 ２ 年生  

（２） 現在の志望分野  ①理系  ②文系  ③まだ決めていない 

（３） 性別 ①女性  ②男性  ③回答しない 

 

【Q2】 新学部は、「国際地域共創コース」「環境科学コース」「人間科学コース」からなる

１学部１学科３コースより構成されます。 

（１） 「国際地域共創コース」では、少子高齢化、多文化共生、循環型経済など、地域

課題や国際的な課題を学びます。民間企業はもとより、地方自治体や NPO、報道機

関や国際的な機関などを活躍の場として、課題解決に取り組める人材を育成しま

す。このコースに関心・興味はありますか？ 

１．とても興味・関心がある  ２．やや興味・関心がある   

３．あまり関心・興味はない  ４．特に興味・関心はない 

（２） 「環境科学コース」では、地球温暖化や、カーボンニュートラル、環境汚染など、

解決が求められている環境問題を学びます。環境分野の技術開発や企画・立案にか

かわる企業などを活躍の場として、課題解決に取り組める人材を育成します。この

コースに関心・興味はありますか？ 

１．とても興味・関心がある  ２．やや興味・関心がある   

３．あまり関心・興味はない  ４．特に興味・関心はない 

（３） 「人間科学コース」では、AI やビッグデータなどデータサイエンスのほか、心理

学、倫理学、さらにスポーツ科学などの分野から人間とそれに関する諸問題を学び

ます。マーケティングをはじめ、教育、医療福祉などを活躍の場として、課題解決

に取り組める人材を育成します。このコースに関心・興味はありますか？ 

１．とても興味・関心がある  ２．やや興味・関心がある   

３．あまり関心・興味はない  ４．特に興味・関心はない 
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【Q3】 新学部では、上記の各コースの学びに必要な基本スキルとして入学者全員が外国語

（英語）とデータ処理技術を身に付けることができます。 

（１） 英語では、例えば国際的問題についてさまざまな国や地域の異なる事情や価値観

を持った人たちと議論できる力を身に付けることを目標としています。このよう

な能力を身に付けたいと思いますか？ 

１．強く思う  ２．思う  ３．あまり思わない   

４．全く思わない  ５．特に関心はない 

（２） 大学在学中に短期（1か月程度）または長期（３～12か月）の海外留学をしたい

と思いますか？ 

１．強く思う  ２．思う  ３．あまり思わない   

４．全く思わない  ５．特に関心はない 

（３） この学部の数理データサイエンス教育では、国家資格の ITパスポートや統計学

検定２級の取得を目標としています。このような資格を取得したいと思います

か？ 

１．強く思う  ２．思う  ３．あまり思わない   

４．全く思わない  ５．特に関心はない 

 

【Q4】 静岡大学が現在検討を進めている新学部「グローバル共創科学部（仮称）」 につい

て説明会やオープンキャンパスがあれば参加しますか？ 

１．参加したい  ２．機会があれば参加したい   

３．参加するつもりはない  ４．特に考えていない 

 

【Q5】 静岡大学が現在検討を進めている新学部「グローバル共創科学部（仮称）」 が設置

された場合、入学を希望しますか？ 

１．強く希望する  ２．条件が合えば希望する   

３．希望しない  ４．特に考えていない 
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【資料１】 
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【資料１】 
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【資料１】 

①～③ [ 1.特に興味・関心はない　2.あまり関心・興味はない　3.やや興味・関心がある　4.とても興味・関心がある ]

④～⑥ [ 1.全く思わない　2.あまり思わない　3.思う　4.強く思う　0.特に関心はない　 ]

⑦ [ 1.参加するつもりはない　2.機会があれば参加したい　3.参加したい　0.特に考えていない ]

⑧ [ 1.希望しない　2.条件が合えば希望する　3.強く希望する　0.特に考えていない ]

1 2 3 4 0(※)

① 669 1435 1534 377

② 635 1425 1480 475

③ 466 931 1726 892

④ 62 532 2108 1012 301

⑤ 388 1284 1190 688 465

⑥ 261 1616 1110 261 767

⑦ 1337 1162 168 1348

⑧ 1237 1025 88 1665

高校様向け新学部「グローバル共創科学部（仮称）」設置構想に関するアンケート結果

2021年度

集計高校
集計対象

全体

全体 -

回答数 4015人

学生属性

学
年

1年生 2174

2年生 1841

志
望
分
野

理系 1948

文系 2019

未決定 48

性
別

女性 2081

男性 1854

未回答 80

設問文 平均 全体平均

「国際地域共創コース」に関心・興味はありますか？ 2.40 2.40

「環境科学コース」に関心・興味はありますか？ 2.45 2.45

「人間科学コース」に関心・興味はありますか？ 2.76 2.76

国際的問題について議論できる力を身に付けたいと思いますか？ 3.10 3.10

大学在学中に短期（1か月程度）または長期（３～12か月）の海外留学

をしたいと思いますか？
2.61 2.61

国家資格のITパスポートや統計学検定２級を取得したいと思いますか？ 2.42 2.42

静岡大学が現在検討を進めている新学部「グローバル共創科学部（仮

称）」について 説明会やオープンキャンパスがあれば参加しますか？
1.56 1.56

静岡大学が現在検討を進めている新学部「グローバル共創科学部（仮

称）」 が設置された場合、入学を希望しますか？
1.51 1.51

※平均点計上対象外項目

静岡大学

0

1

2

3

4

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

設問別全体平均比較

平均 全体平均

1年生

54.1%

2年生

45.9%

学年

理系

48.5%

文系

50.3%

未決定

1.2%

志望分野

女性

51.8%

男性

46.2%

未回答

2.0%

性別
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【資料２】 

 

  

令和 ４ 年 １ 月吉日 

 

自治体・企業 各位 

 

国立大学法人静岡大学 学長  日 詰 一 幸 

 

静岡大学 新学部「グローバル共創科学部（仮称）」設置構想に関する 

アンケート調査についてご協力のお願い 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃は、事業運営に多大なる

ご支援ご協力を賜わり厚く御礼申し上げます。 

さて、この度、静岡大学は、国際社会や地域社会の課題に向き合い、人文・社会科学

や自然科学といった従来の分野にとらわれない広い視野をもって、新しい価値や技術、

社会の仕組みを創造することで、人類や日本の未来を切り拓くことができる人材を養成

することを目的に、新学部「グローバル共創科学部（仮称）」を設置するための準備を

進めています。現在構想中の新学部（別添の図を参照）は、①国際地域共創コース、②

環境科学コース、③人間科学コースの 1学部 1学科 3 コースより構成されます。各コー

スとも、入学後は語学（英語）とデータ処理技術を基本スキルとして身に付けながら、

自然科学、人文・社会科学の枠に限定されることなく広い視野を身に付け、その上で各

コースの専門分野を選択することで、物事の本質を見極めて、新しいことを自らの手で

実現することができる人材を養成することとしています。 

このことについて、企業等の皆様からのご意見等を伺い、現在設置を検討している新

学部において、より良い人材育成を目指すためにアンケートにご協力いただきたくお願

い申し上げます。本アンケートの依頼先は、本学の卒業生を採用していただいた企業の

皆様です。大変お忙しい中恐縮ですが、下記の QR コードからアンケート内容をご確認

いただき、ご回答お願い申し上げます。 

なお、ご回答は統計的な集計を行い、個々の情報として取り扱うことは決してござい

ません。ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

アンケート QR コード 

 

 

 

 

【実施期間 2022 年１月 21 日まで】 

本件に関するご質問・お問い合わせ

等は、下記までお願いします。 

 

【静岡大学企画部企画課】 

静岡市駿河区大谷 836 

電話 054-238-4575 

QR 
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【資料 2】 

 

 
 

  

アンケート質問事項（自治体・企業向け） 

 

【Q1】 貴社・貴組織の概要についてお伺いします。 

（１） 貴社・貴組織の名称 所在地 （本社・本部所在地） 

１．静岡県西部  ２．静岡県中部  ３．静岡県東部   

４．静岡県外(※都道府県名をご記入ください ) 

（２） 静岡県内における 事業所等の有無  １．ある  ２．ない 

（３） 海外における 事業所等の有無 

１．ある【国名】主なところ３ヶ国 ① ② ③ ない  ２．ない 

（４） 貴社・貴組織の事業所を含めた全従業員・全職員数をお知らせください。 

１．１～９人  ２．10～49 人  ３．50～99 人   

４．100～499 人  ５．500 人以上 

（５） 貴社・貴組織の主たる業種をお知らせください。（複数選択可） 

１．製造業  ２．建設業  ３．情報通信  ４．運輸  ５．卸小売   

６．金融保険  ７．不動産  ８．サービス  ９．農林漁業  １０．その他 

 

【Q2】 新学部は、「国際地域共創コース」「環境科学コース」「人間科学コース」からなる

１学部１学科３コースより構成されます。 

（１） 「国際地域共創コース」では、少子高齢化、多文化共生、循環型経済など、地域

課題や国際的な課題を学びます。民間企業はもとより、地方自治体や NPO、報道機

関や国際的な機関などを活躍の場として、課題解決に取り組める人材を育成しま

す。このコースの卒業生を採用することについてどう思いますか？ 

１．是非採用を検討したい  ２．採用の可能性は考えられる   

３．採用の可能性はあまりない  ４．採用の可能性はない  ５．現時点では未定 

（２） 「環境科学コース」では、地球温暖化や、カーボンニュートラル、環境汚染など

を学びます。環境分野の技術開発や企画・立案にかかわる企業などを活躍の場とし

て取り組める人材を育成します。このコースの卒業生を採用することについてど

う思いますか？ 

１．是非採用を検討したい  ２．採用の可能性は考えられる   

３．採用の可能性はあまりない  ４．採用の可能性はない  ５．現時点では未定 
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【資料２】 

 

 

（３） 「人間科学コース」では、AI やビッグデータなどデータサイエンスのほか、心理

学、倫理学、さらにスポーツ科学などの分野から人間とそれに関する諸問題を学び

ます。マーケティングをはじめ、教育、医療福祉などを活躍の場として、改題解決

に取り組める人材を育成します。このコースの卒業生を採用することについてど

う思いますか？ 

１．是非採用を検討したい  ２．採用の可能性は考えられる   

３．採用の可能性はあまりない  ４．採用の可能性はない  ５．現時点では未定 

 

【Q3】 新学部では、上記の各コースの学びに必要な基本スキルとして入学者全員が外国語

（英語）とデータ処理技術を身に付けることができます。 

（１） 英語では、例えば国際的問題についてさまざまな国や地域の異なる事情や価値観

を持った人たちと議論できる力を身に付けることを目標としています。このよう

な能力を身に付けた学生を採用することについてどう思いますか？ 

１．是非採用を検討したい  ２．採用の可能性は考えられる   

３．採用の可能性はあまりない  ４．採用の可能性はない 

（２） 採用する学生の英語力は TOEIC の得点で言えば、どの程度を希望しますか？ 

１．500 点以上  ２．550 点以上  ３．600 点以上  ４．650 点以上   

５．700 点以上 

（３） 大学在学中に短期（1か月程度）または長期（３～12か月）の海外留学した学生

を採用することについてどう思いますか？ 

１．是非採用を検討したい  ２．採用の可能性は考えられる   

３．採用の可能性はあまりない  ４．採用の可能性はない 

（４） この学部の数理データサイエンス教育では、国家資格の ITパスポートや統計学

検定２級を取得することを目標としています。このような資格を取得した学生を

採用することについてどう思いますか？ 

１．是非採用を検討したい  ２．採用の可能性は考えられる   

３．採用の可能性はあまりない  ４．採用の可能性はない 

 

【Q4】 静岡大学が現在検討を進めている新学部「グローバル共創科学部（仮称）」につい

て興味・関心はありますか？ 

１．とても興味・関心がある  ２．やや興味・関心がある   

３．あまり関心・世興味はない  ４．特に興味・関心はない 

 

【Q5】 今回の新学部構想に期待することや、静岡大学が輩出する人材に期待することなど、

ご意見・ご要望がありましたら、下記に記述してください。 
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【資料２】 
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【資料２】 
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【資料２】 

静
岡
県
外

海
外
事
業
所

そ
の
他

18

500 人以上 38

0

その他 12

・エネルギー・官公庁・行政・設計受託・地方公共団体・地方公務・地方自治体

農林漁業

無

業種(複数選択設問)

製造業 13

建設業 1

情報通信 8

運輸 2

256
海外事業所の有無

無

静岡県西部

静岡県中部

静岡県東部

静岡県外

10

15

1～9 人 0

10～49 人 0

50～99 人 0

100～499 人 5

・アメリカ・イギリス・イタリア・インド・インドネシア・カタール・シンガポール

・タイ・パキスタン・ハンガリー・ベトナム・ミャンマー・メキシコ・台湾・中国

全従業員・全職員数

企業様向け新学部「グローバル共創科学部（仮称）」設置構想に関するアンケート結果

2021年度

本社・本部所在地

・愛知県・福井県・東京都・大阪府(本店)・三重県

有

4

14

37
静岡県内事業所の有無

有

企業情報

卸小売 1

金融保険 2

対象企業数 43企業
集計対象

全体

-

不動産 2

サービス 6

静岡県西部

23.3%

静岡県中部

32.6%

静岡県東部

9.3%

静岡県外

34.9% 静岡県西部

静岡県中部

静岡県東部

静岡県外

有

86.0%

無

14.0%

有

無

有

41.9%無

58.1%

有

無

100～499 人

11.6%

500 人以上

88.4%

1～9 人

10～49 人

50～99 人

100～499 人

500 人以上

製造業

27.7%
建設業

2.1%

情報通信

17.0%

運輸

4.3%卸小売

2.1%

金融保険

4.3%

不動産

4.3%

サービス

12.8%

その他

25.5%

製造業 建設業

情報通信 運輸

卸小売 金融保険

不動産 サービス

農林漁業 その他
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①～③ [ 1.採用の可能性はない　2.採用の可能性はあまりない　3.採用の可能性は考えられる　4.是非採用を検討したい　0.現時点では未定 ]

④、⑥～⑦ [ 1.採用の可能性はない　2.採用の可能性はあまりない　3.採用の可能性は考えられる　4.是非採用を検討したい ]

⑤ [ 1.500点以上　2.550点以上　3.600点以上　4.650点以上　5.700点以上 ]

⑧ [ 1.特に興味・関心はない　2.あまり関心・興味はない　3.やや興味・関心がある　4.とても興味・関心がある ]

1 2 3 4 5 0(※)

① 1 2 24 14 2

② 0 3 24 14 2

③ 1 2 23 15 2

④ 0 1 29 13

⑤ 25 2 7 4 5

⑥ 1 0 30 12

⑦ 0 3 21 19

⑧ 1 4 24 14

※平均点計上対象外項目

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

3.37

3.23

3.19

企業様向け新学部「グローバル共創科学部（仮称）」設置構想に関するアンケート結果

2021年度

「人間科学コース」の卒業生を採用することについてどう思います

か？

国際的問題について議論できる力を身に付けた学生を採用すること

についてどう思いますか？

採用する学生の英語力はTOEICの得点で言えば、どの程度を希望し

ますか？

大学在学中に短期（1か月程度）または長期（３～12か月）の海外留

学した学生を採用することについてどう思いますか？

国家資格のITパスポートや統計学検定２級を取得した学生を採用す

ることについてどう思いますか？

静岡大学が現在検討を進めている新学部「グローバル共創科学部

（仮称）」 について興味・関心はありますか？

3.27

3.28

2.12

3.23

3.37

3.19

全体結果

3.28

2.12

3.27

3.27

平均

3.24
「国際地域共創コース」の卒業生を採用することについてどう思い

ますか？

「環境科学コース」の卒業生を採用することについてどう思います

か？

設問文 全体平均

3.24

3.27

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

設問別全体平均比較

平均 全体平均

2 .3%
4.7%

55.8%

32.6%

4.7%

1

2

3

4

0

7 .0%

55.8%

32.6%

4.7%

1

2

3

4

0

2 .3%4.7%

53.5%

34.9%

4.7%

1

2

3

4

0

2 .3%

67.4%

30.2%

1

2

3

4
58.1%

4.7%

16.3%

9.3%

11.6% 1

2

3

4

5

2 .3%

69.8%

27.9%

1

2

3

4

7 .0%

48.8%

44.2%

1

2

3

4

2 .3%

9.3%

55.8%

32.6%

1

2

3

4
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【資料２】 

2021年度

・本市での事務職での受験に関して、資格・TOEIC等の有無に関する要件は特に設けておりませんが、業

務を行う上で、TOEIC等を活用し活躍している職員もいますので、そういった人材に是非受験して頂ける

と本市としても大変ありがたいです。

・職種により異なりますので、エントリーされる際は採用HPを確認いただきたいです。課題解決に向け

て、どの立場でどのように動いたか、はっきりと自分の役割を理解し、考えて自分のものにできる学生を期

待しています。職種によっては、海外等で活躍する職員もおりますので、TOEICのレベルはさらに求めら

れてくるかと思います。

・当社としてはソリューションが出来る人材を採用したいと考えています。自ら自発的に動き、課題を共有

できるコミュニケーションが養われていると良いと思います。

・グローバル人財の育成には各大学様で注力されていると感じています。一方でグローバル思考の強い学生

様が増えてきていることも実態でして、「すぐに海外に行きたい」「海外と関わる仕事がしたい」という志

向をお持ちの方が一定数いらっしゃいます。会社としてはまずは国内で基本的な業務遂行能力を身に着けて

いただいたのちに、海外赴任や海外との取引業務等をお任せしたいと考えております。学生様にはグローバ

ル思考のほかに、まずはきちんと業務を遂行するための社会人基礎力も必要であるということも理解いただ

けますとより活躍の場が広がるかと存じます。

・当社は静岡県に基盤を置くメディア企業です。貴学で学んだ人材は、社内で数多く活躍しており、今後も

積極的に採用したいと考えています。その上で、「従来の分野にとらわれない広い視野をもって、新しい価

値や技術、社会の仕組みを創造する」ことで「人類や日本の未来を切り拓くことができる人材」養成をうた

う新学部の設置目的は、まさに当社が求める人材像と合致すると感じました。一方で、採用に関しては、外

国語の能力、IT関連の資格を必要条件とは考えておらず、さまざまな角度から人物の総合力を見させてい

ただいています。専門分野にとどまらず、多様な経験と豊かな発想を持つ人材の育成を期待します。なお、

Q1（3）で「海外の事業所はない」旨の回答をしましたが、米国内のグループ会社に出向する形で、海外赴

任することもあります。

・新学部の創設により、学生一人ひとりの個性が磨かれ、静岡県の経済活性化ならびに地域社会の発展に貢

献する人材へと飛躍されることを祈念いたします。

・コミュニケーション能力のある人材を求めます。貴大学の益々の発展をお祈りします。

・ITへの関心とスキルを持ち、またコミュニケーション能力も持ち合わせた学生を育成していただけたら

と思います。

・弊社では何を学んだかで採用の可否は判断されません。会社でも必要な知識を身に着け学び続けることが

求められますので、大学で身に着けた「学び方」を社会に出てから活かせるような人材を求めます。「就職

のため」の学部にならないことを期待しています。

ご意見・ご要望

新学部構想に期待することや、静岡大学が輩出する人材に期待することなど、ご意見・ご要望

企業様向け新学部「グローバル共創科学部（仮称）」設置構想に関するアンケート結果
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静岡大学新学部 

「グローバル共創科学部（仮称）」 

へ期待すること 

令和 ４ 年 ５ 月３１日 

静岡大学将来構想推進会議 
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 脱炭素やデジタル化など、時代が大きく動こうとしている今日、地域の

企業・団体は、専門的な知識・経験を有することに加えて、幅広い教養力

に裏付けられた洞察力や、現場に入り込み、自ら主体的に課題解決に取り

組むことができる行動力、また徹底的な対話により課題解決に導くことが

できるコミュニケーション力を有するなど、総合力を兼ね備えた人材を 

求めている。 

 静岡大学が設置を検討している新学部「グローバル共創科学部（仮称）」

は、文系・理系の幅広い分野を学ぶことができ、かつ、国際的な視野を 

持ちつつ、地域の課題解決に向けて自ら行動できる人材を育てられるもの

であり、地域が待ち望んでいたものであるとともに、時流に沿ったもの 

であると認識している。 

 総合大学である静岡大学には、この新学部を一つの目玉に、全ての学部

を含む全学に改革意識を波及させ、学問の垣根を越えた教育・研究を展開

していくことで、世界中から優秀な学生・教員が集まってくる「世界に 

輝く静岡大学」を、オール静岡大学で目指してもらうことを期待する。 

 我々、地域社会は、静岡の高等教育をリードし、盛り上げようとする 

静岡大学の取組を全力で応援するべく、新学部が設置された際は、外部 

講師の派遣、インターンシップの受入れ、実践的なフィールドワーク環境

の提供などの支援を最大限、行っていく所存である。 
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